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<コメント>

では皆様岡山でお会いしましょう。

決勝レースがスタートし序盤９番手を走行。思ったほどペースが上がりません。

レートの硬さをストロークで出せればコンディションが変わっても修正しやすい（幅のある）マシンになったのではないかと思います。

そうではなくて、少し低いレートでストロークをさせることでもタイヤにかかる荷重は同じに出来ます。

そんな反省点を踏まえて次回岡山！鈴鹿！！と全力を尽くして頑張ります。
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全日本選手権後半戦がスタートして２戦目となった今回九州ラウンド。
皆様こんにちは

山の上の天気なので予想より気温と路面温度が上がらなかったりと、なかなかタイヤの選択もし切れません。
翌日から走行が１時間しかないためタイヤを選択しながらセットアップを進めていきます。
しかし、２本目はすぐに雨が降ってきて微妙なコンディションの中終了。３本目はフルウェットでの走行になりました。
事前テスト１日目。１本目はかろうじてドライで走行することが出来ました。

しかし、リヤの動き（落ち着きの無さ）を少なくするためにバネレートを上げていきました。

中盤以降まで順位は変わらりませんでしたが、７位でゴール。
ペースが上がらない原因としては、ちょっとリヤのレートが高かったかなと。

‐

スケジュールの関係から事前テストとレースウィークがつながっています。

朝フリーで落ち着きの無さを解消する方向でリンクロッドを変更。
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しかし、思ったフィーリングではなかったので決勝では元に戻すことに。

車体姿勢で少し補わないとずっと低く感じるというネガしか出なかったりもしますが・・・。

何とかベースのタイヤを決めて車体ではフロントを少し下げてみたり、バネレートを探りましたがオートポリスに持ちこんだときに比べて大きく動きま
せんでした。

畑中健太郎
レーシングサプライ

走行距離

バネレートを上げていくと動き自体は少なくなる方向になりますが自由度も少なくなります。

レートが高いとどうしてもストロークが少なくなってしまいます。結果リヤの動きは少なくなります。

予選はＱ３で自己ベスト更新の１′５０″９３８で予選９番手を獲得。


